




わがまちで途切れのない支援を ～アドバイザーの取り組みを報告します～ 

  

平成２２年度末で、「みえ発達障がい支援システムアドバイザー」は、３０名となりました。アドバ

イザーの地元での取り組みを報告します。 

 

 

 

 

 

 

 南伊勢町では“子ども相談の駆け込み寺”である発達支援の窓口のパンフレットを作成し、

広報しました。すると、ある保護者から、「気になるなぁ・・・とは思っていたけど、パン

フレットを見たら、うちの子にあてはまるので相談したい」と電話がありました。気になる

けれど、どうすればいいか悩んでいたり、どこに相談していいかわからない方に、相談支援

の窓口を明確にする必要性を身にしみて感じました。相談に来られたお母さんから、じっく

りお話を聞かせていただき、子どもの困り感が軽減できるように対応の仕方を伝えました。

相談後の安心された表情がとても印象的でした。 

                 南伊勢町福祉課  西本 志乃 (H22年度修了) 

 多気町では、平成２４年度に“たき児童館（仮称）”がオープンする予定です。児童館は、多気に生ま

れ育つすべての子どもの支援の核となるものです。昨年度、あすなろ学園で研修したことを活かして、

保育園・学校等の先生方としっかりと連携をとって日々の支援の充実を図り、システムの土台づくりを

保健・福祉・教育の協働のもと進めています。今年度は、保育士、教員を１名ずつ、あすなろ学園のア

ドバイザー研修に派遣しています。一歩一歩取り組む毎日です。  

多気町町民福祉課 林 典子 (H22年度修了) 

 

 

 昨年度、あすなろ学園とＮＰＯ法人えじそんくらぶが協働した「子育て支援ストレ

スマネージャー」の養成講座を受講しました。このことを受け、木曽岬町の保育士を

対象に、ストレスマネジメントを中心にしたリフレッシュ講座を開催しました。参加

者から、「ほめ上手になろうと改めて思いました」「ありがとうと言っていきたい」「た

くさん話して笑って、プラス思考になれた」「楽しかった！またやってほしい」と大変

うれしい感想をいただきました。今後も、子育てに関わるみなさんの小さなストレス

が少しでも減るようにお手伝いできたらと思っています。 

             木曽岬町こども相談センター 佐藤 信恵 (H21年度修了) 

 志摩市では、子どもの困り感を把握し、規律のあるわかりやすい保育が展開できるように、市内

の全保育所と幼稚園で発達チェックリスト（ＣＬＭ）を導入しています。「気になるなぁ・・・」「ど

うしてだろう？」「どんな保育をしたらよいだろう？」と気になる子の担任や自分の保育を見直し

たい先生が、ＣＬＭを活用して「個別の指導計画」を作成しています。平成 22年度は、市内 68名

（全体の約５％）の子どもの「個別の指導計画」を作成しました。毎日通っている保育所や幼稚園

でその子に合った支援が展開され、途切れなく支援が引き継がれるよう取り組んでいます。 

            志摩市ふくし総合支援室 谷 礼子 (H19 年度修了) 川口 真由美 (H20年度修了) 




